
令和7年度 職業リハビリテーション研究発表会

～精神障害者の等級・疾患と就業状況との

関連に関する調査研究～

内容
13：30～ 開会あいさつ

13：35～ 研究発表
「精神障害者の等級・疾患と就業状況との関連に関する調査研究」

※詳細は裏面をご覧ください

障害者職業総合センター研究企画部
障害者支援部門 上席研究員 渋谷 友紀 氏

15：10～ 休憩

15：20～ ミニ講座「精神障害者の職場定着のヒント」

15：50～ 意見交換

日時：令和8年1月15日（木曜）13：30～16：45
会場：愛知障害者職業センター豊橋支所

（豊橋市駅前大通1-27MUS豊橋ビル6階）

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構

愛知障害者職業センター豊橋支所

□申込期限：令和8年1月14日17時00分まで
□右記の二次元バーコードからお申込みください。
外部サービス（Microsoft Forms）にリンクします。
当センターのホームページにも申込フォームを掲載しております。

※申込フォームでの申込みが難しい場合は、当センターあてにご連絡ください。

お申し込み方法



本研究のポイント
★企業調査、現場調査、当事者調査の3種類のアンケート調査を
実施しており、それぞれの立場からみた精神障害のある方への雇
用管理上の配慮・措置の実施状況、有効性等を確認することがで
きる。

★現場の状況がわかる担当者に精神障害のある方への配慮・措置
の実施状況を含む個別状況をお聞きし、手帳等級や主な疾患、
種々の就業状況との関連を統計的に検討しているため、配慮・措
置実施の際の参考として活用ができる。

研究の目的
精神障害者保健福祉手帳の判定基準は「精神疾患の

状態」と「能力障害の状態」に基づいていますが、就
労場面とは異なる観点で判定されるため、職業生活に
おける制限との関係は明確ではありません。
しかし、精神障害者の雇用促進と職業の安定を図る

ためには、精神障害のある従業員の就業状況と、手帳
等級や主な疾患等の様々な要素との関係を把握するこ
とは重要です。
そこで、手帳等級及び主な疾患と事業主の雇用管理

上の配慮・措置の実施状況の関係について、事業主の
取組、支援機関との連携等の要因も考慮しつつ把握す
ることを目的としました。

愛知障害者職業センター豊橋支所
担当：清水

 0532-56-3861
toyohashi-ctr@jeed.go.jp

お問い合わせ

詳細は二次元バーコードを読み込んでいただくと、本
研究についての当機構のページに飛びます。
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